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地域の経済動向（令和３年４～６月期） 
《オホーツク地域》 

 

１ 経済動向に係る企業等の声（４～６月期） 
 

【製造業】 

・２月に外国人技能実習生が入国予定だったが、入国が再び制限されたほか、今後、感染症の動向によって

さらにずれ込む恐れがあるため、繁忙期への影響を危惧している。（食料品製造業） 

 

【建設業】 

 ・輸入材を中心に木材価格が上がり、仕入原価も上昇しているが、大手企業が大量に仕入れているため資材確保が

困難。（建設業） 

 

【卸売･小売業】 

・色々なイベント等が全くないため、売上が減少している。働く世代のワクチン接種が進まないので、働き

に外出する時はいつも不安が付きまとっているため活気がない。全ての人のワクチン接種を一刻も早く目

指してほしい。（金物小売業） 

 

【運輸業】 

・経営面での当面の課題は、トラック運転手の高齢化と若年者不足の解消であり、当社の所在する地方都市

では特に人材が不足している。法改正による「標準的な運賃告知制度」で、ドライバーの労働条件改善等

の取組がなされてきているものの、大手企業を除いては、職業としてトラック運転手を希望する若者は多

くはないと思われる。（一般貨物自動車運送業） 

 

【サービス業】 

 ・コロナの状況が落ち着いた際には、ＧｏＴｏトラベルのような施策を期待。（旅館・ホテル） 

・インバウンドの増加が必要。（専門料理店（日本料理店）） 

 ・引き続き厳しい状況が続いており、来店客数の減少により、売上が大幅に減少しているほか、スタッフの

人数を半分にするなどの対応を強いられている状況。（飲食サービス業） 
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２ 道内金融機関から見た地域景況感（４～６月期） 

 
① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ 

非常に好調 

 

好調 

 

やや好調 

 

普通 

 

やや低調 

 

低調 

 

非常に低調 

 

 
【直近の景況感】 

 現在の景況感 次期見通し 

総合 
生産 

動向 

消費 

動向 
判断理由 方向感 判断理由 

網走信用金庫 
   

 
当金庫で行った業況調査の結果、全業種

においてDI値が大きくマイナスとなってお

り、消費動向、生産動向、総合的な景況

観の全てについて「非常に低調」と判断し

た。 

 

 

 
全業種において、3 か月後の業況

見通しについて「悪化」とする回答

が多いため、次期の景況見通しは

「下降傾向」と判断した。 

 

遠軽信用金庫 
   

【総合】 

前回調査時（1～3月期）と比べ、卸売業

及び小売業以外の業種において業況判

断 DI値が若干改善していることから、遠

軽地方の総合的な景況感は、「やや低

調」（前回調査時：低調）と判断した。 

【生産動向】 

遠軽地方の生産動向の景況感について

は、収益判断 DI値が▲16.3ポイントと厳

しい状況が続いているものの、前年同期と

比較すると若干改善傾向にあることから、

「やや低調」（前回調査時：低調）と判断し

た。 

【消費動向】 

遠軽地方の消費動向の景況感について

は、前回調査時と比べ、卸売業及び小売

業の業況判断 DI値が 6.0ポイント悪化

し、依然として厳しい状況にあることから、

「低調」（前回調査時：やや低調）と判断し

た。 

 

 
令和 3 年 7～9 月期の景気見通し

については、業況判断DI値が建設

業及び製造業においては改善が

予想されるものの、その他の業種に

おいては、新型コロナウイルス感染

拡大の影響により、多くの企業が先

行き不透明で、業況の回復に時間

を要すると考えられることから、時期

の景気見通しは「変わらない」と判

断した。 

 

北見信用金庫 

(北見地区)    

 
当金庫の景気動向調査によると、前年同

期と比較した売上 DI は▲26 となり、収益

DI は▲32 となった。前回調査時（3 ヵ月

前）から売上 DIは 14 ポイント、収益 DI も

7ポイント改善した。 

しかしながら、依然として DI はともにマイ

ナスであり、景気が悪いと捉えている企業

が多く存在している。 

 

 

 
当金庫の景気動向調査によると、

今後 3 ヵ月の見通しでは、売上 DI

は改善、及び収益のDIは悪化する

見通しとなっている。新型コロナウイ

ルス感染症の影響を考えると、上昇

傾向とは言い難い状況にある。 

 

北見信用金庫 

(紋別地区)     

 
例年、春先より基幹産業であるホタテ漁が

始まり、各魚種の水揚げが開始され、水

産関連企業の動向が活発となることから、

景気が上昇基調となっているが、コロナウ

イルスの影響から、観光関連への人の流

れが戻らず、全体としては「やや低調」とし

た。 

 

 

 
 基幹産業であるホタテ漁が本格

稼働する時期であり、取引価格に

ついても前年を大幅に上回る見込

みがあるため、コロナ終息が見通せ

ないものの、全体としては「上昇傾

向」とした。 
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【景況感の推移】 

 Ｒ元-Ⅲ Ｒ元-Ⅳ Ｒ２-Ⅰ Ｒ２-Ⅱ Ｒ２-Ⅲ Ｒ２-Ⅳ Ｒ３-Ⅰ Ｒ３-Ⅱ 

網走信用金庫 
        

遠軽信用金庫 
        

北見信用金庫 

(北見地区)         

北見信用金庫 

(紋別地区)          

 
（「地域別経済動向調査（お天気マーク）」（北海道経済部調べ）） 
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３ 業種別の業況感ＢＳＩ 

 

 

 
（「企業経営者意識調査」（北海道経済部調べ） 

 

４ 各種経済指標 
 

【新車登録台数（台）】 【新設住宅着工戸数（戸）】 

 
資料：日本自動車販売協会連合会、全国軽自動車協会連合会 

 
資料：国土交通省   

【公共工事請負金額（百万円）】 【航空機利用による来道者数（千人）】 

 
資料：北海道建設業信用保証（株） 

 
資料：（公社）北海道観光振興機構 

【企業倒産件数と負債総額（左軸：百万円）】 【有効求人倍率（倍）】 

 
資料：(株)東京商工リサーチ北海道支社  

資料：北海道労働局 

（右軸：来道者数のみ前々年同月比、その他は前年同月比(差)：％） 
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